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アンケートは 1～5点(最小が 1,最大が 5)の 5段階評価
とし、アンケート結果から、平均点を求め、平均点が 1








割合のベクトルを𝑥 =(𝑥1, 𝑥2, … , 𝑥11)とし、プロトタイ
プを𝑔𝑖 = (𝑦1, 𝑦2, … , 𝑦11) とすると、 
 
𝑑𝑖 = √∑ (𝑥𝑛 − 𝑦𝑛)2
11
𝑛=1      
となり、 




     𝑔𝑘  ∈ Aならば評価は「不味そう」とし、 




4  実験・考察 
料理画像のグループ分けをするために、前処理済みの
53枚の画像を用いて、好き嫌いの少ない男女 50人にアン
ケートを行った。アンケート結果から A グループは 7 枚、











































図 美味しそう 普通 不味そう 提案手法 
(a) 16人 4人 0人 美味しそう 
(b) 0人 6人 14人 普通 
(c) 15人 5人 0人 美味しそう 
(d) 4人 7人 9人 美味しそう 
